
様　式　イ

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 4-4-3 事業名 消防施設耐震補強事業

担当 消防局総務部施設管理課　菅井　℡ 215-2030

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

　 市有建築物耐震化緊急５ヶ年計画に基づき、南消防署及び
中央消防署大通出張所の耐震化に伴う改修工事を実施す
る。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
【平成20年度】南消防署実施設計
【平成21年度】南消防署耐震化改修工事実施
【平成22年度】大通出張所実施設計

21年度末
(予　　定)

22年度末
(予　　定)

事

業

内

容

・

量

・

場

所

･

規

模

・

件

数

等

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
　南消防署庁舎の耐震化改修工事に伴う実施設計

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
(現　　状)

22年度末
(目　　標)

［消防施設］耐震性能の強化（累計） - - 1施設 1施設 2施設
耐震補強
実施

19年度末
(実　　績)

20年度末
(予　　定)

■市民との連携、市民参加

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]
　 [人材協力]
　 [情報協力]
　 [その他の協力]

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり

市民・企業等との協働の状況（市民・企業等の参加、支援、協力の状況）



様　式　イ

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その ２ ） （単位：千円）

事業名 消防施設耐震補強事業

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 4-4-3

　　消防施設（中央消防署大通出張所及び南消防署）は、応急
活動の拠点となる施設として位置づけられており、早急に耐震性
能向上を図る必要がある。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　中央消防署大通出張所の耐震化改修工事については平成23年度に実施する。国土交通省の耐震基準では、施設重要度により
3区分されており、消防施設は市役所、区役所、病院等と並び最高基準値の耐震安全性が求められているため、耐震基準を満たし
ていない施設については、引き続き計画的に耐震化改修工事を実施する必要がある。

計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道支 出金
市 債

一 般 財 源
そ の 他

0
27,000

そ の 他 0 0
予　算

事 業 費

0市 債
財
源
内
訳

国 ･ 道支 出金

2,500
0 00

0 0

一 般 財 源

0
0

財
源
内
訳

国 ･ 道支 出金 0

《全体》

[19年度]

[20年度]
ほぼ計画どおり予算化。

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源 0

実　績

事 業 費

市 債
そ の 他

計

0 2,000 37,000 2,000 41,000
19年度 20年度 21年度 22年度

0 0 0 0
0 1,000 25,000 1,000

0
0 1,000 12,000 1,000 14,000
0 0 0 0

0 2,500 － －

0
0 2,500 2,500
0 － － －

0
0 0
0

0
事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 6.1%


